人生はセルフレッスン、学びはレインボーレッスン
令和５年度　佐喜浜小学校の取り組みについて
　1 思考力・判断力・表現力の向上
2 主体的な学びにつながる授業改善
3 家庭学習遂行　読書　話し言葉からの学力向上
4 ふるさと創造探究学習・楽しく学ぶ防災授業






上の４点が、本年度佐喜浜小学校が取り組んできた教育の柱です。
その中でも、①・②については、令和元年度より、「チーム佐喜浜」を組織し、佐喜浜スタンダード授業の浸透➡進化型スタンダード授業実践➡セルフレッスンへのチャレンジ・・・と着々とステップアップしてきた、そのゴールの年と位置付け、可能な限り児童主体全員活躍型の授業スタイルを追求した１年でありました。
特に今年度は、西留先生のアドバイスもあり、異学年交流及び自治体を超えた甲浦小との合同授業が実現し、複式学級中心の小規模校の未来に一筋の光明を切り開く提案型の研究発表会（高知授業づくり研究大会）を開催するという記念すべき１年となりました。本研究大会に参加していただいた先生方からも、「子どもたちがよく育っています。子どもたちが持っている力への信頼が全てですね。」「佐喜浜小、甲浦小どちらの子どもたちも先生方も一生懸命ですてきでした。」「子どもたち自らが考え、判断し、進めていこうとする姿勢が目指すべき学校の姿であると改めて感じました」などという感謝や評価の声を多くいただくことができました。教職員一同、疲れも苦労も吹き飛び、今までの努力が報われ、達成感の感じる１日を過ごすことができました。
今後も佐喜浜小と甲浦小との連携を続けるとともに、「勉強は、教えてもらうものではなくて、自分たちでするもの」「先生は、教えるだけの人ではなくて、ともに学ぶ人。学びを支える人。未来にいかせる学び方を伝える人」を常に心に刻み、「学校を子どもたちのもの」にしていけるよう、決意を新たしております。そして本研究大会の成果は，必ず今後につなげていきたいと思っています。
③のついては、児童主体全員活躍型の授業スタイルが家庭学習につながるように、工夫し、各担任が思いを一つにしてICT等も活用して自主的な学びを推奨してきました。各先生方の持ち味をいかした「児習」が、学校・家庭双方で普通に行われつつある学校となったことで、思考力・表現力についても確実に伸びてきていることが各種調査悔過からも伺えます。この流れを今後一層加速化させていきたいです。
④については、令和３年度４年度の研究成果を無理してでも、引き続いて行うよう努めた１年でした。社会へ出て通用する力を児童に身に付けてもらいたいと、前年度最後に作成した中山間ロードマップに沿った実践を確実に行い、「ふるさと創造探求学習」を、佐喜浜に根付かせることができ、成果も大きかったと思っています。しかし、教職員数減の影響は大きく、先生方への負担は増すばかりでした。すべての学習をもっとコンパクトにもっとシンプルにできないものだろうか、今年はそう真剣に思案するきっかけになった１年であったとも言えます。また、佐喜浜中学校の防災指定事業の協力校として、年間を通して、避難訓練・公開授業・岡村眞教授の講演会・防災ポスター作成など、学校の防災力アップに向けて、計画的に取り組むことができました。しかし小中の学力向上・スタンダード授業連携については、課題が残されていると感じています。
「成功するとか失敗するとか、僕には関係ない、それをやってみることが大事（大谷翔平談）」
今やこれが当たり前の時代です。子どもたちや子育世代を守るために、このことを私たち教職員・保護者・地域がどこまで本気で理解できるかが問われている時代だと思います。
本年度の成果をもとにして、佐喜浜小はこれからも学び続け歩み続け、進化し続けます。
